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2  調査研究の概要 
 
本調査の概要は以下のとおりである。 
まず、本調査研究が提唱する概念についての整理を行い、高齢者の ICT 利活用に関する

現状のデータを収集するための実態調査を実施した。実態調査としては、調査の目的に応

じて既存文献調査、アンケート調査、フィールド調査を行った。 
次に実態調査の結果に基づき、高齢者の生活パターン（ライフスタイル）、ICT 機器の利

用状況・意識を整理し、ユーザ像を設定した上で、高齢者におけるユーザビリティ上の課

題の検討･整理を行った。 
この結果を踏まえて、高齢者にとってのユーザビリティを向上させるために必要となる

指針等の検討を行った。 
以上の流れを図 2.1 に示す。 

 
図 2.1 調査研究の流れ

３．高齢者のユーザビリティを向上させるために必要となる指針等の検討

ユーザー像の設定

評価項目の整理

情報インタフェースが具備すべき要件の
抽出・整理（指針化）

概念整理

・

実態調査

高齢者の生活パターン

現状の課題・要件の
抽出・整理

有

識

者

に

よ

る

検

討

会

・ユーザタイプ
・ユーザ人物像

・問題点の類型
・ICT機器利用の課題
・ICT機器が備えるべき

要件

ICT機器利用状況

・文献調査
・アンケート
・フィールド調査

１．高齢者のICT利活用に関する調査

使いにくさ・利活用への意向

２．高齢者におけるユーザビリティ上の課題の検討・整理

・生活シナリオ
・機器利用場面

・ユーザビリティの概念・目標
・対象ユーザ範囲、区分

ユーザタイプに応じた
ユーザビリティ配慮事項



 

 3

 
調査研究の実施にあたっては、有識者、携帯電話事業者、メーカ、関連団体のメンバー

から構成される検討会を設置し、調査の進め方や結果の分析について、適宜、助言を受け

ながら遂行した。検討会メンバーのリストを以下に示す。検討会は 3 回にわたって行った。

検討会の設置要綱および開催経緯を資料１に示す。 
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